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△新成人を代表して鈴
木町長から成人証を受
け取る上野美寿々さん
◁誓いの言葉を述べる
三澤遼さん

平
成
30
年
度　

葛
巻
町
成
人
式
典

決
意
新
た
に
活
躍
誓
う会

人
と
し
て
、
最
善
の
努
力
を
尽

く
し
ま
す
」
と
決
意
を
新
た
に
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
は
、
成
人
式
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
、
新
成

人
た
ち
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜

び
、
記
念
撮
影
を
し
た
り
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
に
出
席
し
た
44
人
の
新
成

人
を
紹
介
し
ま
す
。（
五
十
音
順
、

敬
称
略
）

　

平
成
30
年
度
葛
巻
町
成
人
式
典

は
８
月
15
日
、
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ

で
平
成
９
年
度
生
ま
れ
60
人
の
う

ち
44
人
が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
重
男
町
長
が
「
一
人
ひ
と

り
が
社
会
活
動
に
参
画
し
な
が
ら

自
ら
の
目
標
を
持
ち
、
そ
れ
に

向
か
っ
て
ま
い
進
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
葛
巻
の
た
め
に
活
躍
す

る
こ
と
を
大
き
く
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
新
成
人
を

代
表
し
て
上
野
美み

寿す

ず々

さ
ん
が
鈴

峠
舘  

晃こ
う
き希

（
田
子
）

千
葉  

大だ
い
ご悟

（
田
代
）

田
野  

裕ゆ
う
こ子

（
前
里
）

渡
辺  

菜な
つ
き月

（
茶
屋
場
）

四
日
市  

真ま

い衣
（
四
日
市
）

吉
澤  

桃も
も
か華

（
茶
屋
場
）

山
形  

優ゆ
う
か歌

（
茶
屋
場
）

八
幡  

求も
と
む夢

（
星
野
）

八
幡  

一か
ず
き輝

（
星
野
）

柳
岡  

泰た
い
が我

（
茶
屋
場
）

本
宮  

佳か

お

り
央
理
（
泉
田
）

村
上  

奈な

み未
（
山
岸
）

三
澤  

遼り
ょ
う（

遠
矢
場
）

前
野  

真ま

な

み
名
美
（
四
日
市
）

星
野  

紘ひ
ろ
き希

（
星
野
）

蛇
岩  

翔し
ょ
う
た太

（
小
屋
瀬
）

藤
森  

明あ
け
み美

（
茶
屋
場
）

晝
澤  

祥し
ょ
う（

小
屋
瀬
）

樋
ノ
口  

輝き

り里
（
小
田
）

東
舘  

明あ
す
か香

（
吉
ケ
沢
）

馬
場  

大そ

ら空
（
五
日
市
）

橋
本  

悠ゆ

め愛
（
茶
屋
場
）

橋
本  

悠ゆ
う
へ
い平

（
寺
田
）

橋
本  

翔し
ょ
う
た太

（
茶
屋
場
）

橋
本  

彩あ
や
の乃

（
小
苗
代
）

波
紫  

稚わ
か
な奈

（
寺
田
）

中
村  

亘こ
う

（
田
子
）

大
道  

美み

く紅
（
江
刈
馬
渕
）

外
山  

輝あ
き
ら（

元
木
）

清
水
野
健け

ん
ご吾

（
江
刈
馬
渕
）

澤
口  

翔し
ょ
う
た太

（
江
刈
馬
渕
）

佐
々
木  

瑠り
ゅ
う
せ
い聖（

泉
田
）

坂
本  

将ま
さ
と人

（
茶
屋
場
）

酒
多  

涼り
ょ
う
ご悟

（
田
子
）

小
向  

郁い
く
み実

（
浦
子
内
）

角
地  

義よ
し
ひ
ろ弘

（
垂
柳
）

大
崎  

美み
は
る春

（
浦
子
内
）

大
上  

悠ゆ
う
り莉

（
寺
田
）

大
石  

稚わ
か
ば葉

（
小
屋
瀬
）

遠
藤  

匠し
ょ
う
ま馬

（
星
野
）

遠
藤  

詩し
お
り織

（
星
野
）

上
野  

亘わ
た
る（

田
代
）

上
野  

美み

す

ず
寿
々
（
小
田
）

安
東  

航こ
う
き希

（
橋
場
）

木
町
長
か
ら
成
人
証
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
中
崎
和
久
町
議
会
議
長

が
「
平
等
に
与
え
ら
れ
た
時
間
の

使
い
方
次
第
で
は
、
ど
の
よ
う
な

人
生
も
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
人
生
が
大

き
く
開
か
れ
、
発
展
す
る
こ
と
を

心
か
ら
願
い
ま
す
」
と
激
励
し
、

三
澤
遼
さ
ん
が
「
成
人
と
し
て
自

ら
の
人
格
形
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
郷
土
葛
巻
の
発
展
を
担
う
社


